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故郷五戸町の写真を見て懐かしむ五戸会員

感謝状が贈られた三浦順平さん

町行政関係者と自治会の代表者が意見を交わした

川
村
浩
昭
さ
ん
藍
綬
褒
章
受
章

川
村
浩
昭
さ
ん
藍
綬
褒
章
受
章

　
11
月
７
日
、
東
京
五
戸
会
（
中

嶋
士
元
也
会
長
）
の
第
16
回
総
会

が
東
京
都
の
上
野
精
養
軒
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
関
東
近
郊
の
五
戸

町
出
身
者
と
、
三
浦
正
名
町
長
は

じ
め
町
関
係
者
ら
合
わ
せ
て
約
２

０
０
人
が
参
加
し
、
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　
会
場
内
に
設
け
ら
れ
た
町
特
産

品
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
南
部
せ
ん
べ

い
や
ア
ピ
オ
ス
な
ど
が
展
示
販
売

さ
れ
た
ほ
か
、
せ
ん
べ
い
汁
も
振

る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
懐
か
し
い

“
ふ
る
さ
と
の
味
”
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
ま
た
、
古
舘
正
彦
さ
ん

（
川
原
町
）が
撮
影
し
た
五
戸
ま
つ

り
の
写
真
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
政
府
が
発
表
し
た

「
秋
の
褒
章
」
で
、
五
戸
町
の
川

村
浩
昭
さ
ん
が
藍
綬
褒
章
を
受
章

し
ま
し
た
。
同
章
は
公
衆
の
利
益

を
興
し
た
り
公
同
の
事
務
に
尽
力

し
た
人
へ
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
48
年
五
戸
町
消
防
団
員
拝

命
以
来
、
消
防
人
と
し
て
練
磨
。

平
成
13
年
に
消
防
団
副
団
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

　
温
厚
篤
実
な
人
柄
、
積
極
果
敢

な
行
動
と
卓
越
し
た
手
腕
に
よ
り

部
下
を
統
率
指
揮
。

　
規
律
と
訓
練
を
重
要
視
し
、
毎

月
の
自
動
車
ポ
ン
プ
点
検
時
の
規

律
訓
練
や
年
１
回
の
模
擬
訓
練
な

ど
を
通
じ
、
団
員
の
資
質
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ら
ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

川　村　浩　昭 さん
（下大町62歳）

かわ 　   むら　   ひろ　   あき

　
平
成
21
年
度
の
自
治
会
長
会
議

が
11
月
27
日
、
ア
ピ
ル
五
戸
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
議
に
は
町
内
62

自
治
会
の
代
表
者
と
町
行
政
関
係

者
ら
が
出
席
し
、
事
前
に
各
自
治

会
か
ら
提
出
さ
れ
た
質
問
・
要
望

を
基
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
年
自
治
会
長
を
務
め

退
任
し
た
三
浦
順
平
さ
ん
（
下
大

町
）、
小
村
喜
幸
さ
ん
（
槍
沢
）

に
三
浦
正
名
町
長
か
ら
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
自
治
会
か
ら
は
道
路
の
整
備

補
修
に
関
す
る
要
望
が
最
も
多
く

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
ほ
か
に
も
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
小
学
校
統
合
計
画
に
伴
う
住
民

説
明
会
は
い
つ
頃
開
催
？

　
保
護
者
説
明
会
は
７
月
末
か
ら

10
月
下
旬
に
か
け
て
、
町
内
９
小

学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
保
護
者
説
明
会
で
出
さ

れ
た
意
見
・
要
望
を
取
り
ま
と
め

な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
統
合
計
画
に

反
映
さ
せ
る
た
め
検
討
中
で
す
。

　
住
民
説
明
会
は
来
年
１
月
か
ら

２
月
に
か
け
て
、
小
学
校
区
ご
と

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
３
月
末

に
は
統
合
に
関
す
る
教
育
委
員
会

と
し
て
の
意
思
決
定
を
す
る
予
定

で
す
。　

　
　
　
〔
教
育
委
員
会
〕

▼
消
防
団
の
再
編
成
（
分
団
の
統

合
等
）
計
画
と
消
防
団
Ｏ
Ｂ
の

協
力
体
制
に
つ
い
て

　
消
防
団
員
確
保
は
年
々
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
消
防
力
の
維

持
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
た
め

分
団
統
合
等
を
検
討
し
な
が
ら
も

定
員
数
は
現
状
維
持
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
有
事
の
際
、
現
場
に
消

防
署
員
ま
た
は
消
防
団
員
が
到
着

し
て
い
な
い
状
況
で
は
、
消
防
団

Ｏ
Ｂ
協
力
隊
等
、
率
先
し
て
初
期

活
動
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

〔
総
　
務
　
課
〕

▼
冬
季
間
に
お
け
る
町
道
の
除
雪

作
業
を
徹
底
し
て
ほ
し
い

　
除
雪
作
業
は
、
委
託
業
者
お
よ

び
担
当
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
等
が
鋭
意

作
業
に
尽
力
し
て
い
ま
す
が
、
除

雪
機
械
の
能
力
、
降
雪
状
況
お
よ

び
路
面
状
態
に
よ
り
仕
上
が
り
に

差
が
出
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
除
雪
作
業
時
お
よ
び
作
業
後
の

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
チ
ェ
ッ

ク
体
制
を
整
備
し
て
指
導
を
行
う

と
と
も
に
、
自
治
会
長
か
ら
の
連

絡
も
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

〔
建
　
設
　
課
〕

東
京
五
戸
会
総
会

地域の声を町政に

自治会長会議

地域の声を町政に

自治会長会議
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“２０，０００人の  ＰＨＯＴＯ”　まちの皆さんが主役（モデル）です！

フォト
■町内の出来事や、頑張っている�
　皆さんを紹介するコーナーです。

　江渡幼稚園の園児ら15人が役場を訪れ、
鳥谷部副町長にシクラメンの花をプレゼン
トしました。園児たちは「役場の仕事は大
変でしょうけど、町のために頑張ってくだ
さい」と元気よくあいさつし、手書きの
感謝状を贈呈しました。

　蛯川地区安全安心委員会（川村國芳代表）
が、地域安全安心活動を行いました。この日は、
地区内各自治会、防犯協会、消防団、小学校、
交通安全協会など８団体が地域安全安心センター
（旧蛯川駐在所）に集結。数班に分かれて、通
学路の危険箇所、空き家などを確認し、情報交
換することで地域力の向上を目指しました。�      

　五戸地区交通安全協会青年部（舛沢和也
部長）は、このほど町内の飲食店や酒類販
売店など約70店舗を巡回し、飲酒運転防止
を呼び掛けました。
　メンバーは店主らに「飲酒運転させない
店」とする宣言書に署名とポスターの掲示
などを依頼しました。

　五戸町食生活改善推進員会（奥山美子会長）
が、厚生労働大臣功労団体表彰を受賞しました。
当団体は昭和62年に設立以来、減塩食やバラン
ス食の普及活動を実施。各家庭のみそ汁の塩分
測定から始まり、健診受診者に減塩サラダやキャ
ロットジュースを紹介。継続した減塩活動等で
「健康で明るい町」づくりに貢献しています。

　このほど、

町のＡＬＴ（外

国語指導助手）

のジャニス・

キム先生が韓

国語教室を開

催しました。

　教室は公民

館講座として

新しく始めた

もので、毎月

１回程度行われます。参加した20人はハン

グル文字の発音方法や単語、あいさつなどの

基本を熱心に学びました。

　中市小学校

（金濱金光校

長）全校生徒

40人が、うす

を使ったもち

つきを体験し

ました。もち

米は地域のボ

ランティアの

方々から指導

を受けながら

自分たちで田植えをし、収穫したものを使

用。児童たちは代わる代わるきねをふるい、

つきたてのもちを味わいました。

飲
酒
運
転
根
絶
を
呼
び
掛
け

●
交
通
安
全
協
会
「
飲
食
店
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
」

勤
労
感
謝
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

●
江
渡
幼
稚
園
児
が
役
場
を
職
場
訪
問

ど
ー
ん
ド
ン
　
も
ち
つ
き
楽
し
い
ね
！

●
三
世
代
交
流
収
穫
感
謝
祭

ア
ン
ニ
ョ
ン
・
ハ
セ
ヨ
〜
！

●
ジ
ャ
ニ
ス
先
生
に
よ
る
韓
国
語
教
室

食
生
活
改
善
で
健
康
づ
く
り

●
五
戸
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会
に
大
臣
表
彰

連
携
に
よ
る
地
域
力
向
上
を
目
指
し
ま
す
！

●
第
３
回
地
域
安
全
安
心
活
動
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２ 職員の給与の状況�

４ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

３ 特別職の報酬等の状況

※人件費の抑制
　の実施状況　

町長と副町長は期
末手当を20％減額
しています。

※期末手当の支給割合は21年12月に改正されたものです。

※職員数はＨ20．4．1現在。※職員手当には退職手当を含みません。

住民基本台帳人口
（Ｈ21. 3. 31現在）

20,062人

歳出額
（Ａ）

9,038,167千円

実質収支

98,141千円

人件費
（Ｂ）

1,442,584千円

人件費率
（Ｂ／Ａ）
16.0％

前年度の
人件費率
18.5％

給料

報酬

区　　分
町　　長
副 町 長
議　　長
副 議 長
議　　員

給料月額等
768,000円
609,000円
284,000円
241,000円
226,000円

期末手当
3.0月分
3.0月分

3.0月分

退職手当（任期ごと）
給料月額×在職月数×45.5／100
給料月額×在職月数×26.5／100

職員数
（Ａ）
166人

給　　料
662,848千円

給　　　　与　　　　費
職員手当
67,387千円

期末・勤勉手当
260,741千円

計（Ｂ）
990,976千円

１人当たり
給与費（Ｂ／Ａ）

5,970千円

開始時刻

午前８時15分

終了時刻

午後５時

休憩時間

正午～０時45分

１日の勤務時間

８時間

１週間の勤務時間

40時間

制 度 の 概 要 平均付与日数 平均取得日数
１年につき20日付与
※付与された翌年に限り繰越可能（繰越最大20日）

37日 10日

一
般
行
政
職

技
能
労
務
職

区　　　分 五　戸　町
46.6歳

326,900円
172,200円
140,100円
47.8歳

283,200円
137,200円

青　森　県
44.3歳

354,500円
172,200円
140,100円
46.8歳

317,400円
137,200円

平 均 年 齢
平 均 給 料 月 額

大学卒
初任給

高校卒
平 均 年 齢
平 均 給 料 月 額
初 任 給

（Ｈ20年度）

（Ｈ20年度）

（Ｈ２１.４.１現在）

（Ｈ２０．１．１～Ｈ２０.１２.３１）

（Ｈ２１.４.１現在）

　町の人事行政の運営における公平性と透明性を高めるため「五戸町人事行政の運営等
の状況の公表に関する条例」に基づき、人事行政の運営等の状況を公表します。�

※平均給料月額とは…
　各職種の職員の基本給
　の平均です。

※対象期間の途中に採用・退職した職員、休職等の期間のある職員を除く。

　職員およびその被扶養者の病気、負傷、出産、休業、災害、傷害もしくは死亡に関して適切な給付を
行うため、相互救済を目的とする青森県市町村職員共済組合に加入し福利厚生の充実を図っています。
　また、健康増進・元気回復などの福利厚生事業については、職員で組織する五戸町職員互助会および
五戸総合病院職員互助会に対し、助成を行っています。平成20年度の助成額は、職員１人当たり4,500円、
総額では1,584千円でした。職員互助会への助成は平成20年度をもって廃止しています。
　このほか、職員の健康管理のため定期健康診断を実施しています。

(１）人件費の状況（普通会計決算）

(２）職員給与費の状況（普通会計決算）

(１）職員の勤務時間（標準的なもの）

(２）年次有給休暇の状況

(３）職員の福利厚生の状況�

(３）職員の平均給料月額、初任給等の状況
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t

１ 職員の任免および職員数に関する状況�

区　　　分 17年
（基準）

18年
１年め�

19年
２年め�

20年
３年め�

21年
４年め�

22年
数値目標

257人 実　績
（増減）

232人
（△25人）

215人
（△17人）

203人
（△12人）

176人
（△27人）

175人
（△82人）

145人 実　績
（増減）

154人
（＋９人）

154人
（△25人）

154人
（△25人）

163人
（＋９人）

162人
（＋17人）

402人 実　績
（増減）

386人
（△16人）

369人
（△17人）

357人
（△12人）

339人
（△18人）

337人
（△65人）

進ちょく状況�                
（数値目標に対する進ちょく率） 24.6％ 50.8％ 69.2％ 96.9％

本　　　庁

病　　　院

合　　　計

職員数（人） 区　　分

20歳未満
    
20～25歳
    
26～31歳
    
32～37歳
    
38～43歳
    
44～49歳
    
50～54歳
    
55～59歳
    
60～64歳
    
65歳以上

0
   
4
   
26
   
44
   
44
   
62
   
80
   
77
   
1
   
1

区　　　分
20年

２
46
14
13
14
18
1
16
124

43

154
6
1
29
190
357

議　　会
総　　務

一般行政�
部　　門

特別行政
部　　門

公営企業等
会 計 部 門

普
通
会
計
部
門

税　　務
民　　生
衛　　生
農林水産
商　　工
土　　木
小　　計

教　　育

病　　院
下 水 道
簡易水道
そ の 他
小　　計

区　　分
標準的な
職務内容
職 員 数
構 成 比

１年前の構成比

１　級
主　　事

９人
6.0％
7.2％

25人
16.7％
15.5％

83人
55.4％
52.1％

20人
13.3％
13.2％

８人
5.3％
7.2％

５人
3.3％
4.8％

150人
100.0％
100.0％

２　級
主　　査

３　級
班　　長
主　　幹

４　級
課長補佐

５　級
課　　長

６　級
参　　事 計

合　　　計

21年

２
41
13
13
10
16
1
14
110

40

163
4
1
21
189
339

対前年
増減数
（人）

職員数
（人）

△ ５
△ １

△ ４
△ ２

△ ２
△ 14

△ ３

９
△ ２

△ ８
△ １
△ 18

（各年４月１日現在）

（各年４月１日現在）

　平成21年度の職員数は、４月１日現在で、本庁176人、病院163人の合計339人となっており、前年度
比較で18人の減となりました。�                                                
　また、定員適正化計画は、17年度の職員数を基準に、18年度から22年度までの５年間で職員数を65人削
減（17年度比16.2％）するものです。�                                                
　本庁には、一般行政部門、特別行政部門（教育委員会〈教育長を含む〉）、および病院を除く公営企業
等会計部門（下水道・介護保険など）が含まれます。�  

※町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。�                                                 
※職員数は一般行政職のみの人数で、税務相当職、医療職、技能労務職、教育職は含みません。

(１）定員適正化計画の数値目標および実績�

(２）部門別職員数の状況と主な増減理由

（Ｈ21.４.１現在）(４）一般行政職の級別職員数の状況

(３）年齢別職員数の状況
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12
月
５
日
、
町
図
書
館
で
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
出
演
は
女
声
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
「
コ
ー
ロ･

レ
ジ
ー
ナ
」
。
主
に

八
戸
市
を
拠
点
に
し
て
活
動
す
る

実
力
派
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
聴
く
た

め
、
客
席
に
は
１
０
０
人
余
り
の

町
民
ら
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　
「
三
声
の
カ
ノ
ン
」
や
ク
リ
ス

マ
ス
の
定
番
曲
「
も
ろ
び
と
こ
ぞ

り
て
」
な
ど
を
披
露
し
、
会
場
は

ひ
と
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
駐
仙
台
大
韓
民
国
総
領
事
館
の

金
正
秀
総
領
事
ら
が
12
月
８
日
、

町
役
場
を
表
敬
訪
問
し
、
三
浦
町

長
や
町
国
際
交
流
協
会
（
塚
原
實

敬
会
長
）
役
員
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　
金
総
領
事
は
韓
国
の
都
市
と
姉

妹
都
市
締
結
を
し
て
い
る
東
北
６

県
の
自
治
体
を
訪
問
。
町
で
は
平

成
９
年
に
韓
国
沃
川
郡
と
姉
妹
都

市
を
締
結
し
、
中
学
生
や
一
般
町

民
な
ど
の
相
互
訪
問
を
活
発
に
行

っ
て
い
ま
す
。

キ
ム
ジ
ョ
ン
ス

オ
ク
チ
ョ
ン

町
図
書
館
で
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

インフルエンザの予防等についてインフルエンザの予防等について

韓国総領事（右から三番目）と五戸町国際交流協会員

美しいハーモニーで聴衆を魅了した「コーロ･レジーナ」

韓
国
総
領
事
が
表
敬
訪
問

韓
国
総
領
事
が
表
敬
訪
問

町
図
書
館
で
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

町
図
書
館
で
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

町
図
書
館
で
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　新型インフルエンザは、県内各地で猛威を振るい、五戸町内の医療機関調査によると、最近の

１週間の罹患者数は220人前後で推移しています。町外通院者を含めると相当人数の感染者がいる

ものと思われ、町内の小・中・高等学校も学校閉鎖や学年・学級閉鎖を余儀なくされています。

町民の皆さまは、引き続きインフルエンザの予防と重症化防止対策に十分注意を払ってくださる

ようお願いします。

インフルエンザの予防等について

◆日頃から栄養と休養を十分に取り、体調を整えて抵抗力をつけましょう。

◆こまめに手洗い、うがいをしましょう。

◆咳・くしゃみをするときは、咳エチケットを心掛けましょう。

◆お子さんに、インフルエンザの症状（急激な全身症状（熱（38℃以上）、だるさ、頭痛など））が見

られる場合は、原則として、学校や保育園等を休ませ受診させるようにしましょう。なお、受診す

る場合は、医療機関に事前に電話で連絡し、受診の時間帯、受診方法等について指示を受けてから

マスクを着用して受診するようにしてください。

◆特に、ご家族に妊婦さんや基礎疾患をお持ちの方々は注意が必要です。重症化を防ぐためにも、症

状が見られたら、速やかにかかりつけの医師に連絡し、受診方法を確認してから受診しましょう。

◆受診後は、医師の指示に従い、安静にして、休養（特に十分な睡眠）をとるようにしましょう。

●問い合わせ先　役場福祉保健課　℡６２－７９５８（直通）

せき

○咳・くしゃみが出ている人はマスクをするよう心掛ける。

○咳・くしゃみをする場合には、ティッシュペーパーで

　口と鼻を覆い、他の人へ顔を向けないようにする。

○鼻水やつばなどを含んだティッシュペーパーはすぐにふた付のごみ箱に捨てる。
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策
の
た
め
、
休
日
、
祭
日
お
よ
び
診
療

時
間
外
に
救
急
外
来
を
受
診
さ
れ
る
方
は
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ー
ン
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
発
熱
・
咳
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
必
ず
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
１
月
）

●１１月の診療科別患者数

※　入院＝毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

13,984
（14,054）
12,466
（12,725）
31,828
（32,474）
21,258
（22,434）

12,401
（12,387）
12,175
（12,132）

12,371
（12,643）

13,205
（13,583）

15,802
（15,340）

11,759
（11,565）

11,402
（11,456）
12, 20
（12, 30）

12,326
（12,260）

13,838
（15,009）
12, 20
（12,466）

12,863
（12,504）
12,348

（12,046）
13,608

（13,092）
12,431

（12,413）

12,546
（12,597）
12,360
（12,050）
15,207
（14,827）
12,350
（12,070）

11,707
（11,748）
11,337

（12,416）
15,009

（15,089）
13,794

（14,291）

11,692
（12,697）

12,328
（12,147）

15,984
（16,022）

12,700
（12,853）

皮膚科
12,200

（12,213）
12,350

（12,070）
11,766

（11,912）
12,350

（12,070）

119,459
（119,248）

113,680
（113,726）

176,247
（177,348）

132,313
（134,265）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

11664
（11592）

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
川
柳
〉

膨
ら
む
や
夢
あ
り
し
に
て
望
み
あ
り

果
樹
仕
事
来
年
こ
そ
と
気
合
い
入
れ

捜
し
物
一
番
最
後
に
出
る
不
思
議

御
無
沙
汰
し
孫
に
文
書
き
夜
長
か
な

ま
ま
な
ら
ず
杖
を
頼
り
や
年
の
暮

黄
金
の
田
畑
に
感
謝
一
礼
す

〈
短
歌
〉

鳳
仙
花
今
し
弾
け
ん
実
の
数
多

ひ
た
に
静
ま
る
ほ
と
り
を
行
き
ぬ

下
北
路
老
い
の
み
や
げ
と
紅
葉
見

恐
山
も
見
い
さ
り
火
も
見
た

｢

夜
尿｣

の
話
し
を
聞
き
て
優
し
さ
く
れ

産
科
の
先
生
に
嬉
し
さ
を
感
じ

愛
犬
の
体
調
く
ず
し
ね
た
っ
き
り

介
護
の
吾
も
心
い
た
め
り

　

小
林
　
静
枝
　（
　
　
　
）　

本
田
　
昭
雄
　（
舘
　
町
）　

善
　
太
　
郎
　（
五
戸
町
）　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　

沢
田
　
良
子
　（
上
市
川
）　

若
松
　
忠
雄
　（
　
　
　
）　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

上
市
川

中
　
区

外
　
　
　
科

（
糖
尿
病
）

（
循
環
器
）

内
　
　
　
科

産
婦
人
科

整
形
外
科

小
　
児
　
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う
科

科
　
長

副
院
長

非
常
勤

非
常
勤

医
療
局
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

副
院
長

新
井
田
修
久

医
師
名

岡
本
　
一
雄

田
口
　
　
順

副
医
長

濱
舘
　
貴
徳

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

田
邊
　
　
淳

院
　
長

蝦
名
　
宣
男

嶋
　
健
太
郎

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

袴
田
真
理
子

阿
部
　
尚
央

（
東
北
大
学
）

　火
曜
日

　金
曜
日

　
12
日
か
ら
三
浦
孝
之

　
5
日
・
19
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
・
土
曜
日

（
医
療
技
術
局
長
）

非
常
勤

（
岩
手
医
科
大
学
）

毎
週
土
曜
日
（
完
全
予
約
制
）

　火
・
木
曜
日

　土
曜
日

　月
・
木
曜
日

備
　
　
　
考

井
戸
川
敏
彦

診
　
療
　
科

あ
ま
た

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

152

中
　
道

十
文
字

市
川
道

十
文
字
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　町の海外派遣研修事業（江渡恭助人材育成基金活用）
で松田武也さん（千葉科学大学在学、博労町）が、３月
９日から３月３１日までの日程でイギリスを訪れました。
　松田さんのレポートを紹介します。イギリス

滞在した
レジデン
スの街

語学学校のクラスメート

海外体験レポート 研修地　・ヨーロッパ（イギリス）

　私は今回の研修で『語学の習得』
を テ ー マ に ロ ン ド ン 語 学 学 校
「Frances King」に通いしました。
１クラス12人程度で、１日４レッ
スンのコースを選びました。学校
は普通の住宅街にあり、地上３階
地下１階の建物でした。
　学校初日はクラス分けテストで
した。パソコンを使っての４択テ
スト。内容は文法の基本の時制や
複数など中学、高校レベルの問題
でした。約７割の正解率でした。
　次に文章を書きました。「大学
では何を専攻しているか」など３
テーマを35語以上で書くという内
容でした。次に会話のテスト。テ
ストといっても日常の会話程度の
テストでした。「今日の朝ごはん
は？」や「泊っているレジデンス
の感想は？」などでした。
　初めての海外だった私にとって
イギリス人と長い時間、会話する
初めての機会でした。先生の質問
は分かるものの緊張して単語でだ
けで、文章で答えることができず、
上から三番目のクラスに属するこ
とになりました。

　次の日から授業に参加。クラス
にはブラジル、イタリア、ブルガ
リア、トルコ、サウジアラビアな
ど様々な国、年齢の生徒が通って
いました。日本人の生徒がいたこ
とで、不安が少し取り除かれまし
た。
　受講して感じたのは外国人の積
極性でした。日本では自分からは
積極的に答えようとはせず、先生
に指されたら答えるのが普通でし
た。しかし、このクラスでは積極
的に答え、皆で意見を交わしてい
ました。

　日本とは違う授業風景に驚きと
ともに戸惑いを感じました。慣れ
るのに時間は掛かりましたが積極
的に授業に参加し、次第に休み時
間にも会話を楽しむことができる
ようになりました。

　次に授業の内容を説明します。
午前の３レッスンは文法の勉強で
した。文法の授業では時制に関す
る勉強が多く、現在形、過去形、
未来形、過去分詞など基本的なも
のが多かったです。しかし、もち
ろん教材はすべて英語。問題も訳
さなければならず２倍の苦労を感
じました。それからグループで習
った文法を使い、自分の国や性格
などの会話をする作業をしました。
この作業は他の国の特徴や事情な
どを知ることができ一石二鳥でし
た。
　興 味 深 か っ た も の は B r i t i s h  
EnglishとAmerican Englishの違いに
ついての講義でした。たとえば
vestはイギリスでは下着を意味し、
アメリカでは日本と同じベストを
意味します。その他、語尾の eとs
の位置が逆など、同じ英語でも異
なる点が多いと感じました。�
　学校以外では今、大学で学んで
いる環境問題について注意深く意
識しました。ロンドンは空気が汚
く、鼻をかんだらティッシュが黒
くなるほどでした。路上のポイ捨
てもひどく、毎朝清掃員が路上の
清掃を行っていました。清掃員が
いることで、市民には勝手に掃除
しているという意識があるので簡
単にポイ捨てをしていました。

　ゴミの分別も細かくなく、燃え
るか燃えないかの二種類でした。
日本のようにプラスチックやペッ
トボトルを分別するところは、ご
くわずかでした。�
　しかし、悪いところばかりでは
ありませんでした。ロンドンの地
下鉄では多くの無料の新聞が配ら
れています。広告スペースが広い
ものの内容はしっかりしています。
しかし、市民の数が多いためもら
えない場合もあります。そんな時
は拾い読みをするのです。日本で
は自分で持ち帰るかゴミ箱に捨て
ていきます。テロが多く、ゴミ箱
の少ないロンドンでは電車の座席
に置いていきます。
　初めは置いていく人も、拾い読
みする人もマナーが悪いと思いま
した。改めて考えてみると限られ
た資源をみんなで共有する、日本
には無いリサイクルの考え方なの
だと感じました。
　2012年にはロンドンオリンピッ
クが開催されます。リサイクルの
意識だけでなくゴミの分別やポイ
捨てにも目を向け改善する必要が
あると思いました。

　今回の研修で、英語は会話を聞
き取りスムーズに話せるまで上達
することができました。さらに上
達するようにしたいと思います。
イギリスの文化に触れたことも大
きな収穫でした。環境問題や環境
デザインについて、日本との違い
がいくらか分かったので今後の研
究に生かして行こうと思います。
このような貴重な機会を与えてく
ださった江渡様や五戸町に感謝い
たします。大変ありがとうござい
ました。
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雇
用

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
募
集

税
金

さ
ら
に
便
利
で
使
い
や
す
く
！

ネ
ッ
ト
で
申
告･

納
税
　
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
」
追
加
募
集

募
集

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

放
送
大
学
４
月
生
募
集

情報ステーション

●
採
用
予
定
人
員
　
14
人

●
応
募
資
格

町
内
在
住
で
お
お
む
ね
60
歳
ま

で
の
心
身
と
も
に
健
康
な
方

※
特
定
の
免
許
・
資
格
は
必
ず
し

も
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
雇
用
期
間

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

●
賃
　
　
金

・
児
童
に
か
か
わ
る
有
資
格
者

　（
教
員･

保
育
士
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
　
時
給
８
０
０
円

・
そ
の
他
　
　
　
時
給
６
７
５
円

●
勤
務
時
間

・
月
〜
金

午
後
２
時（
授
業
終
了
後
）か
ら

６
時
ま
で

・
土
・
長
期
休
業

　
午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

※
勤
務
日
は
交
代
制
。
日
祝
祭
日
、

お
盆
、
年
末
年
始
は
休
み
。

●
勤
務
先

五
戸
小
学
校
内
▽
上
市
川
小
学

校
内
▽
切
谷
内
児
童
ク
ラ
ブ
館

▽
石
沢
駒
踊
伝
承
館
▽
中
市
児

童
ク
ラ
ブ
館
▽
又
重
児
童
ク
ラ

ブ
館
▽
南
小
学
校
内
▽
蛯
川
児

童
ク
ラ
ブ
館

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
22
年
１
月
29
日（
金
）ま
で

●
面
接
の
日
時
・
場
所

　
申
込
者
に
直
接
通
知
し
ま
す

●
申
し
込
み
方
法

申
込
書
・
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
役
場
福
祉
保
健

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
・
履
歴
書
は
役
場
福
祉

保
健
課
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

□問
役
場
福
祉
保
健
課

　
℡
62 

│ 

７
９
５
５（
直
通
）

　
国
税
電
子
申
告･

納
税
シ
ス
テ

ム「
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
」が
さ
ら
に
便

利
に
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

○
Ｈ
Ｐ
か
ら
カ
ン
タ
ン
申
告

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か

ら
直
接
電
子
申
告
が
で
き
ま
す
。

○
最
高
５
千
円
の
税
額
控
除

　
本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子

証
明
書
を
付
し
て
所
得
税
の
確
定

申
告
を
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
行
う

と
、
最
高
５
千
円
の
税
額
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
平
成
20
年
以
前
の
申
告
で
、
す

で
に
控
除
の
適
用
を
受
け
た
方

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
添
付
書
類
の
提
出
省
略

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
イ
ー
タ

ッ
ク
ス
で
行
う
場
合
、
医
療
費
の

領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
等
は
、
そ

の
記
載
内
容
を
入
力
し
て
送
信
す

る
こ
と
に
よ
り
、
提
出
・
提
示
を

省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
確
定
申
告
期
限
か
ら
３
年
間
、

保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.nta.go.jp

）
で
。

□問
八
戸
税
務
署
℡
43 

│ 

０
１
４
１

　
東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有

林
の
管
理
・
経
営
に
皆
さ
ん
の
声

を
役
立
て
て
い
く
た
め
、
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
人
員
　
48
人

●
モ
ニ
タ
ー
期
間

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
１
年
間

●
内
容

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

●
募
集
期
間

　
平
成
22
年
１
月
４
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
１
月
31
日（
日
）ま
で

※
応
募
資
格
・
方
法
な
ど
は
左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
東
北
森
林
管
理
局

　
℡
０
１
８
│
８
３
６
│
２
２
７
４

　
　
０
１
８
│
８
３
６
│
２
０
３
１

http://www.rinya.m
aff.go.jp/tohoku/

　
今
年
度
実
施
し
た
地
域
の
う
ち
、

定
員
を
上
回
っ
た
地
域
に
つ
い
て

追
加
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
戦
没
者
の
遺
児

●
ミ
ャ
ン
マ
ー

○
実
施
時
期

平
成
22
年
３
月
12
日（
金
）か
ら

　
　
　
　
３
月
21
日（
日
）ま
で

○
申
し
込
み
期
限

　
平
成
22
年
１
月
25
日（
月
）

●
中
国

○
実
施
時
期

平
成
22
年
３
月
18
日（
木
）か
ら

　
　
　
　
３
月
26
日（
金
）ま
で

○
申
し
込
み
期
限

　
平
成
22
年
１
月
30
日（
土
）

●
参
加
費
用
　
　
10
万
円

□問
7
日
本
遺
族
会
　
事
業
課

　
℡
03 
│ 
３
２
６
１
│

５
５
２
１

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
22
年
度

４
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学

ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目

的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

※
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目

か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・

科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き

ま
す
。

※
資
料
を
無
料
で
送
付
い
た
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
請
求
く

だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
出
願
受
付
期
間

　
平
成
22
年
２
月
28
日（
日
）ま
で

□問・
放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
１
７
２
│

38 

│ 

０
５
０
０

・
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　
（
ユ
ー
ト
リ
ー
内
）

　
℡
70 

│ 

１
６
６
３

FAX



!0

青森市長島１－１－１青森県庁北棟１階
秘密厳守・専門の相談員が無料で相談に応じます

交通事故でお困りのときは どなたもお気軽に！
交通事故相談窓口をご利用ください。

青森県交通事故相談所
月曜から金曜 ８：30～17：30

（土日祝日・年末年始を除く）

まずはお電話を…
０１７－７３４－９２３５

指
名
願
い

町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者

指
名
申
請
書
の
受
付

相
談

多

重

債

務

相

談

消
費
者
契
約
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

無

料

電

話

相

談

会

開

催

戦
傷
病
者
相
談
員
お
よ
び

戦
没
者
遺
族
相
談
員

十
和
田
地
区
環
境
整
備
事
務

組
合
「
指
名
競
争
入
札
等
参
加

資
格
審
査
申
請
書
」
受
付

十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合

「
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
」
受
付

戦
傷
病
者
相
談
員

●
相
談
業
務
内
容

①
戦
傷
病
者
の
更
生
等
の
相
談

②
戦
傷
病
者
の
援
護
の
指
導

戦
没
者
遺
族
相
談
員

●
相
談
業
務
内
容

①
戦
没
者
遺
族
に
係
る
各
種

　
年
金
、
給
付
金
等
の
受
給

　
に
関
す
る
相
談

②
戦
没
者
遺
族
の
生
活
上
の

　
問
題
に
関
す
る
相
談

③
戦
没
者
遺
族
が
利
用
す
る

　
こ
と
の
で
き
る
社
会
福
祉

　
施
設
等
に
関
す
る
相
談三浦　政勝 氏

字土井頭20－3
℡62－3706

石亀　敏春 氏
大字豊間内字志戸岸43

℡62－6461

情報ステーション

●
受
付
期
間

　
平
成
22
年
２
月
１
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
２
月
26
日（
金
）ま
で

●
有
効
期
間
　
平
成
22
年
度

●
提
出
書
類
・
方
法

提
出
書
類
は
給
食
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
の
で
、
持
参
ま
た
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

物
資
納
品
時
間
は
、
当
方
の
指

定
時
間
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　
〒
０
３
９ 

│ 

１
７
０
１

五
戸
町
大
字
倉
石
石
沢
字
雨
原

平
39
│

１
　五
戸
町
立
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
　℡
61 

│ 

６
３
１
１

●
申
請
区
分
お
よ
び
有
効
年
度

・
物
品
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

平
成
22
年
度
分
（
21
年
２
月
に

申
請
し
た
方
は
不
要
）

・
建
設
工
事
　
平
成
22
年
度
分

●
提
出
書
類

統
一
様
式
ま
た
は
組
合
指
定
様
式

（
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

●
受
付
期
間

平
成
22
年
１
月
15
日（
金
）か
ら

　
　
　
　
２
月
15
日（
月
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

十
和
田
地
区
環
境
整
備
事
務
組

合
事
務
局
　
総
務
係

　
℡
０
１
７
６
│

55 

│ 

２
１
７
８

●
申
請
区
分
お
よ
び
有
効
年
度

①
物
品
の
製
造
請
負
・
売
買
、
役

務
提
供
な
ど（
平
成
22
・
23
年
度
）

②
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
な
ど（
平
成
22
年
度
）

※
②
は
中
間
年
の
受
付
と
な
り
ま

す
の
で
、
平
成
21
年
受
付
期
間

に
申
請
し
た
方
は
不
要
。

●
提
出
書
類

統
一
様
式
ま
た
は
組
合
指
定
様
式

（
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

●
受
付
期
間

　
平
成
22
年
１
月
15
日（
金
）か
ら

　
　
　
　
　
２
月
15
日（
月
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合

　
℡
０
１
７
６
│

20 

│ 

８
１
０
０

　
町
で
は
青
森
県
自
殺
対
策
緊
急

強
化
事
業
と
し
て
、
多
重
債
務
問

題
を
主
と
し
た
弁
護
士
ま
た
は
司

法
書
士
に
よ
る
臨
時
の
相
談
窓
口

を
設
け
る
予
定
で
す
。

※
相
談
を
希
望
す
る
方
は
事
前
に

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
期
日

　
平
成
22
年
２
月
予
定（
１
日
間
）

●
場
所
　
町
立
公
民
館

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
22
年
１
月
15
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
役
場
福
祉
保
健
課

　
℡
62 

│ 

７
９
５
８
　
古
田

　
若
年
層
や
高
齢
者
を
狙
っ
た
ク

レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
悪
質
商
法
や
、

不
景
気
に
よ
る
店
舗
閉
鎖
に
伴
う

返
金
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
社
会
的
弱

者
を
狙
い
撃
ち
に
し
た
消
費
者
契

約
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
青
森
司
法
書
士
会
で
は
「
消
費

者
契
約
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
」
を

行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
平
成
22
年
１
月
31
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
臨
時
電
話

　
℡
０
１
７
│
７
７
６
│
８
５
２
５

　
※
当
日
の
み
利
用
可

●
相
談
料
　
無
料

□問
青
森
司
法
書
士
会

　
℡
０
１
７
│
７
７
５
│
１
２
０
５

　
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
戦
傷
病
者

相
談
員
お
よ
び
戦
没
者
遺
族
相
談

員
が
委
託
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※
相
談
員
が
相
談
を
行
う
に
当
た

っ
て
は
、
個
人
の
人
格
を
尊
重

し
、
そ
の
身
上
に
関
す
る
秘
密

を
守
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

□問
役
場
福
祉
保
健
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
１
３
６



年末・年始警戒

　この時季は、各地で火災の発生が
多くなります。年末・年始を迎える
に当たり、何かと慌ただしくなり、
火の取り扱いもおろそかになりがち
です。いま一度、気を引き締めて火
の取り扱いを行いましょう。

火の取り扱いは慎重に！
五戸消防署

!1

　調査の対象となった世帯には、
統計調査員が伺いますので、
ご協力をお願いいたします。

農林水産省・青森県・五戸町

平成22年２月１日現在で

2010農林業センサスを実施します

お

知
ら
せ

「
小
学
校
の
統
合
計
画（
案
）」

説

明

会

を

開

催

農
業

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載

申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

催
し

フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会

労
働

産
業
別
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

航
空
科
学
館
イ
ベ
ン
ト
開
催

情報ステーション

　
児
童
数
の
急
激
な
減
少
と
施
設

の
老
朽
化
な
ど
に
伴
い
、
町
立
小

学
校
の
よ
り
望
ま
し
い
学
習
環
境

整
備
を
図
る
た
め
に
策
定
し
た

「
小
学
校
の
統
合
計
画（
案
）」
に

つ
い
て
、
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
に
、

小
学
校
区
ご
と
に
説
明
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
開
催
期
日
は
左
記
の
と
お
り

で
、
い
ず
れ
も
時
間
は
午
後
６
時

30
分
か
ら
、
場
所
は
当
該
学
校
で

開
催
い
た
し
ま
す
。

●
期
日
・
会
場

１
月
20
日（
水
）五
戸
小
学
校

１
月
21
日（
木
）蛯
川
小
学
校

１
月
25
日（
月
）南
小
学
校

１
月
28
日（
木
）豊
間
内
小
学
校

２
月
８
日（
月
）又
重
小
学
校

２
月
９
日（
火
）中
市
小
学
校

２
月
10
日（
水
）石
沢
小
学
校

２
月
16
日（
火
）上
市
川
小
学
校

２
月
17
日（
水
）切
谷
内
小
学
校

□問
役
場
教
育
委
員
会
　
教
育
課

　
℡
62 

│

２
１
１
１
内
線
５
１
１

　
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
は
「
農

業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
り
、
農
業
者
の
申
請
に
基
づ
き

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
調
整
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
項
目
に
該
当
す
る
方
は
、

各
世
帯
に
配
布
さ
れ
る
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
、
押
印
し
、
期

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
資
格

　
次
の
①
〜
③
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
を
必
要
と
し
ま
す
。

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
20
歳
以
上
の
方（
平
成
２
年
４

月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

③
一
定
の
耕
作
を
営
む
要
件

a
10
ア
ー
ル（
一
反
歩
）以
上
の
農

地
を
耕
作
す
る
農
業
経
営
者

s
耕
作
の
業
務
を
営
む
方
の
同
居

親
族
ま
た
は
配
偶
者
（
そ
の
耕

作
に
従
事
す
る
日
数
が
年
間
60

日
以
上
あ
る
こ
と
）

●
申
請
書
の
配
布
・
回
収
方
法

・
農
事
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

　
農
事
組
合
長
を
通
じ
て
12
月
中

に
申
請
書
を
配
布
し
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
各
農
事

組
合
長
の
指
定
す
る
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
農
事
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
方

　
個
々
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
郵

送
ま
た
は
直
接
持
参
し
て
農
業

委
員
会
事
務
局
、
ま
た
は
川
内

支
所
・
浅
田
支
所
・
倉
石
支
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限

　
平
成
22
年
１
月
８
日（
金
）

※
選
挙
資
格
が
あ
る
方
で
申
請
書

が
配
布
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、

ま
た
は
不
明
な
点
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
農
業
委
員
会
事
務
局

　
℡
62 

│

２
１
１
１
内
線
２
７
２

●
日
時

　
平
成
22
年
１
月
17
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜

●
場
所
　
五
戸
ド
ー
ム

●
参
加
資
格

五
戸
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
、

在
学
の
方
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

●
チ
ー
ム
編
成

　
１
チ
ー
ム
10
人（
18
人
以
内
）

※
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

●
参
加
料
　
１
人
３
０
０
円

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
22
年
１
月
７
日（
木
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

　
℡
62 

│

２
３
０
１

　
　
62 

│

２
３
６
５

　
青
森
県
立
三
沢
航
空
科
学
館
で

は
左
記
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
「
あ
お
も
り
科
学
大
賞
＆
米
村

で
ん
じ
ろ
う
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」

　
平
成
22
年
１
月
11
日（
月
）

●
「
Ｙ
Ｓ
―

11
の
コ
ク
ピ
ッ
ト
に

乗
っ
て
缶
バ
ッ
ジ
を
つ
く
ろ
う
」

　
平
成
22
年
１
月
17
日（
日
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　（http://www.kokukagaku.jp/

）で
。

□問
青
森
県
立
三
沢
航
空
科
学
館

　
℡
０
１
７
６
│

50 

│

７
７
７
７

　
青
森
県
産
業
別
最
低
賃
金
は
、

平
成
21
年
12
月
21
日
か
ら
次
の
と

お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
鉄
鋼
業
　
　
　
　
　
７
５
４
円

○
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

路
、情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
、

　
電
気
機
械
器
具
　
　
６
９
３
円

○
各
種
商
品
小
売
業
　
６
８
８
円

○
自
動
車
小
売
業
　
　
７
２
５
円

　
右
記
以
外
は
青
森
県
最
低
賃
金

（
６
３
３
円
）が
適
用
さ
れ
ま
す
。

□問
青
森
労
働
局
　
賃
金
室

　
℡
０
１
７
│

７
３
４
│

４
１
１
４

FAX
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倉石又重・鎗水の庚申　嘉永元年

太田の庚申

古川代神社の入口脇にある庚申さま

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　  ９，５７３人　（－１１）

　女　１０，３１２人　（－９）

総人口１９，８８５人　（－２０）

世帯数１６，９９１世帯（＋３）

平成21年12月１日現在

発
行
／
青
森
県
五
戸
町
　
編
集
／
総
務
課
　
〒
０
３
９
－
１
５
１
３
　
青
森
県
三
戸
郡
五
戸
町
字
古
舘
２
１
－
１

TEL０
１
７
８
－
６
２
－
２
１
１
１
　
FAX０

１
７
８
－
６
２
－
６
３
１
７
　
M
AIL

soum
u＠
tow
n.gonohe.aom

ori.jp　
http://w

w
w
.tow
n.gonohe.aom

ori.jp
広
報

№179

「
地
方
の
民
俗
信
仰
め
ぐ
り
③

　
庚
申
に
歴
史
を
訪
ね
る（
五
戸
川
流
域
）」

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

・
葡
萄
酒
夜
会
に
遊
ぶ
（
岡
村

悦
雄
代
表
）
か
ら
２
３
、０

０
０
円

・
つ
く
し
の
会
（
赤
坂
き
よ
み

会
主
）
か
ら
１
２
５
、７
６

８
円

【
五
戸
川
流
域
】

　
五
戸
川
上
流
の
羽
井
内
は
戸
来

の
西
方
に
当
た
る
。
庚
申
様
は
文

政
十
年
（
一
八
二
七
年
）
五
月
十

七
日
、
上
栃
棚
、
小
坂
、
長
峰
、

金
ケ
沢
の
お
猿
さ
ま
（
地
元
の
古

老
は
こ
う
呼
ぶ
＝
三
猿
塔
）
は
天

明
八
年
（
一
七
八
八
年
）
と
二
百

二
十
一
年
前
に
当
た
る
。

　
近
く
の
三
嶽
神
社
は
千
百
年
を

迎
え
る
が
、
忠
魂
碑
、
佐
伝
翁
の

頌
徳
碑
、
水
害
記
念
碑
な
ど
数
基

が
並
ん
で
い
る
。

　
約
五
百
年
前
は
、
神
社
前
近
く

の
沢
口
、
田
中
、
中
里
の
集
落
は

未
開
拓
の
荒
地
で
、
細
川
と
千
葉

両
家
以
外
は
未
踏
の
地
と
口
伝
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
五
戸
川
支
流
の
三
川
目

川
に
は
鹿
田
、
川
代
、
滝
沢
集
落

に
は
寛
政
時
代
の
三
猿
塔
が
集
落

入
口
に
建
っ
て
い
る
。

　
ひ
と
山
越
え
た
古
川
代
集
落
の

庚
申
塔
は
安
永
四
年
（
一
七
七
八

年
＝
二
三
一
年
前
）
七
月
吉
日
と

刻
ま
れ
、
神
社
下
の
入
口
に
あ
っ

て
、
木
の
下
の
た
め
か
文
字
が
は

っ
き
り
読
め
る
。

　
別
当
を
務
め
て
い
る
故
上
山
安

蔵
は
生
前
「
村
の
人
は
勝
負
の
神

様
だ
」
と
語
っ
て
い
た
。
村
人
以

外
は
知
る
由
も
な
い
・
・
・

　
庚
申
は
舘
町
、
太
田
、
谷
地
中
、

森
田
の
道
路
脇
、
神
社
前
に
も
残

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
戦
後
生
ま

れ
の
若
者
は
太
陽
暦
中
心
で
古
い

石
碑
、
行
事
に
は
興
味
が
少
な
そ

う
だ
。
高
齢
者
家
族
で
育
っ
た
青

年
た
ち
は
成
長
の
差
や
知
識
が
広

い
と
い
わ
れ
る
。

　
太
田
バ
ス
停
か
ら
北
の
山
奥
に

向
っ
て
四
百
㍍
、
舗
装
の
坂
道
を

登
っ
た
小
高
い
丘
に
出
た
。
台
地

の
交
差
点
に
庚
申
塚
が
あ
っ
た
。

　
学
校
帰
り
の
少
年
三
人
と
会
っ

た
。
背
の
高
い
少
年
は

「
叔
父
さ
ん
、
こ
の
石
に
何
が
書

　
い
て
い
る
の
」

　
「
庚
申
、
文
化
十
三
年
（
一
八

一
六
年
）
と
書
い
て
あ
る
。
こ
の

大
き
な
石
は
百
九
十
三
年
前
か
ら

置
か
れ
た
石
で
す
よ
」
と
説
明
す

る
。
と
三
人
は
珍
し
そ
う
に
眺
め

直
す
。
江
戸
末
期
の
造
立
で
立
派

な
も
の
だ
。
こ
の
地
方
一
帯
に
庚

申
信
仰
が
盛
ん
だ
っ
た
名
残
を
今

に
伝
え
て
い
る
。
石
の
大
き
さ
は

高
さ
一
・
二
㍍
、
幅
は
八
十
㌢
。

　
そ
の
脇
に
は
「
太
田
み
の
り
会
」

の
角
柱
。
高
さ
三
㍍
、
中
段
に
山

田
集
落
九
百
㍍
。
牧
内
二
千
八
百

㍍
の
案
内
板
役
を
務
め
て
い
た
。

　
坂
道
を
下
る
こ
と
五
分
、
法
陵

大
権
現
の
近
く
に
庚
申
が
あ
る
と

農
婦
が
教
え
て
く
れ
る
。
な
る
ほ

ど
、
社
の
下
の
農
道
に
高
さ
八
十

㌢
、
幅
七
十
㌢
の
自
然
石
に
「
庚

申
・
世
話
人
長
内
陵
徳
・
当
村
中
」

納
め
た
人
の
名
、
年
号
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
台
に
埋
め
、
屋
根
を
掛
け

て
い
る
が
江
戸
末
期
の
建
立
ら
し

い
。

　
舘
町
の
上
舘
の
坂
道
で
庚
申
と

書
い
た
碑
が
目
に
付
く
。
銘
が
な

い
の
で
、
い
つ
頃
の
も
の
か
判
断

に
苦
し
む
。
藩
政
末
期
ら
し
い
。

屋
根
を
掛
け
、
台
座
を
付
け
て
整

理
し
、
道
路
拡
張
で
付
近
か
ら
動

い
て
来
た
よ
う
だ
。
赤
い
リ
ン
ゴ

が
一
個
供
え
ら
れ
て
い
た
の
が
印

象
的
。

　
舘
町
か
ら
車
道
に
出
た
。
鎗
水

に
向
う
途
中
、
墓
地
の
老
松
近
く

に
会
津
藩
士
の
墓
石
を
見
た
。
立

派
な
石
の
頭
文
字
は
「
會
」
が
は

っ
き
り
見
え
る
。
あ
と
は
コ
ケ
で

判
読
出
来
な
い
の
が
残
念
。

　
鎗
水
で
「
嘉
永
元
年
」
の
庚
申

を
見
付
け
る
。
こ
の
ほ
か
、
浦
田
、

中
市
、
石
沢
な
ど
も
歩
い
て
庚
申

や
二
十
三
夜
の
碑
を
探
し
続
け
て

い
る
。

五
戸
町
文
化
財
保
護
審
議
会
議
長

三
　
浦
　
榮
　
一

や
し
ろ



って、なに？
　「確定申告」とは、１年間の所得金額とそれに対する所得税額を計算し、翌年３月15日までに確定申告書を

提出して、予定納税額や源泉徴収税額の過不足額を精算するための手続きです。

　給与所得者は、給与支払者が源泉徴収と年末調整手続きをして税額を精算するので通常、確定申告は不要です

が①主たる給与以外の所得が年額２０万円を超える人②年末調整ですることのできない控除を受ける場合

③その年の給与受給額が２千万円を超える人などは、確定申告が必要です。 

※２０万円以下でも、主たる給与以外の所得がある方は、町県民税の申告が必要です。

確定申告確定申告確定申告 って、なに？って、なに？

◆ 確定申告書作成会場 ◆

●八戸商工会館1

2/ 1（月）～3/15（月）
問 八戸税務署143－0141

●開設時間
9：00～16：00（土日祝日を除く）
※昼休み時間帯は、申告書の受付用紙の配布教務を行っています。

●対象税目
所得税（譲渡所得を含む）、消費税および地方消費税、贈与税の申告書作成 

●町内の各会場2

2/ 8（月）～3/15（月）
問 役場税務課

162－2111 内線124・125

●開設時間
午前 9：00～11：00　午後 13：00～15：00（土日祝日を除く）

●対象税目
平成22年度町県民税の申告相談、平成21年分所得税の申告書作成
※上記①の会場で所得税の確定申告をした方、郵送・インターネットなどで税務署に
　申告書を提出した方は、町県民税の申告は必要ありません。 

月　日 曜 会　場対象地区 月　日 曜 会　場対象地区

２月８日

瑞 穂 館

町立公民館
浅水活性化

センター

倉石コミュニティ

センター

石呑

９日

月

切谷内火

大森・大久木・佐野・粒ヶ谷地１０日 水

菖蒲川・北市川金

下区・池ノ堂

１２日

月

上区・中区

１５日

火

扇田・野沢・北向（浅水）・関口

１６日

水

浅水下・下豊川・上豊川

１７日

木

浅水上・手倉橋・荷軽井

１８日

金

月 中市

１９日

２２日

火
浦田・向平・松山・小渡・水上・横倉

大久保・清駒・一ノ坪・風原平
２３日

２４日 水 山田・太田・谷地中・北向（倉石）・沼沢・鎗水

２５日 木 舘町・宮台・森冬・古川代・平成

博労町・豊間内

兎内・岩ノ脇・志戸岸

蛯川・根前・下新井田

３月１日 月

２日 火

３日 水

４日 木

５日

下大町

金

８日

下大町・新町

博労町

博労町

月

９日

新町

火

１０日 水

１１日 ひばり野木

１２日 上大町・荒町金

１５日 川原町月

※上記期間中は、八戸税務署および役場税務課での申告受付はしませんのでご注
意ください。

※自宅で申告書が作成できる国税庁ホームページ『確定申告書等作成コーナー』や
『ｅ－Ｔａｘで確定申告』イータックスもご利用ください。なお、イータックス
の利用には『住民基本台帳カード』および『ＩＣカードリーダライタ』の準備が
必要です。カードは役場住民課で交付していますが、発行まで２～３週間かか
りますので、お早めにご用意ください。 

◆個人の申告・納税期限◆

申告所得税 ３月１５日（月）

３月１５日（月）

３月３１日（水）消費税および地方消費税

贈与税 

金
ひまわり・石 沢・槍 沢・

鳥沼新田・木戸場
２月２６日



● ＢＣＧ接種

● 三種混合　　　　　　予防接種

●１０か月児健康相談（２１年２・３月生）

● 三種混合　　　　　　予防接種

日 記念日等

高齢者交通安全の日

元日

成人の日

家庭の日

行　　事　　等

歳末たすけあい運動

地球温暖化防止月間

１

２

３

４

５

６

７

８

金

土

日

土

土

日

月

火

月

火

金

木

水

金

木

水

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

２０１０年

平成２２年
月月

月　間　メ　モ

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

17

18

19

20

21

22

23

24

火

月

木

金

日

土

木

金

土

日

日

25

26

27

28

月

31

29

30

水

火

水

記念日等日 行　　事　　等

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

● 冬のお話会

● 五戸町成人式

14：00～15：00 町図書館

● トコトコ教室（旧町内地区）  9：30～11：30 町立公民館

式典：町立公民館
祝賀パーティー：アピル五戸

● 行政相談 13：30～16：00 倉石コミュニティセンター

● ２歳６か月児健康相談（１９年６・７月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● 行政相談 13：30～16：00 町立公民館

● 絵本のへや 10：30～12：00 町図書館

12：20～12：50受付 総合病院

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

● １歳６か月児健康診査（２０年６・７月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

 9：30～11：30 瑞穂館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

● ポリオ（小児マヒ）予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

12：00～12：45受付

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

今月の納期

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館
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● 裸参り　0：00　稲荷神社～神明宮～八幡宮

● 五戸町表彰式・年賀交換会　 11：00～　　　　町立公民館

10：30～11：30 町図書館● 子どもアニメ映画会

 9：00～12：00 ひばり野公園● 五戸町新春マラソン大会
　　（降雪の場合は中止）

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：50受付 総合病院

納期限２月１日（月）

国民健康保険税

介　護保険料

第７期

第４期

毎月第３日曜日は�

「家庭の日」です

２０１０年は

「国民読書年」です

家庭の日には�
●家族みんなで話し合いましょう�
●家族みんなで楽しみ合いましょう�
●家族みんなで協力し合いましょう�

青森県・青少年育成青森県民会議
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間　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課
10：00～12：00 町立公民館
 9：00～14：00 川内・浅田・倉石地区巡回● 移動図書館巡回日
12：20～12：50受付 総合病院
10：30～12：00 町図書館
10：30～11：30 町図書館● 子どもアニメ映画会

● 絵本のへや

 9：30～11：30 浅水活性化センター● トコトコ教室（浅田地区）
10：30～11：30 町図書館● 子どもアニメ映画会
12：30～12：50受付 旧地域保健センター● ３か月児健康診査（２１年９月生）

キャッチフレーズ

じゃあ、読もう。

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）
● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課
● 町民大学講座（全地区合同）国際交流について 13：30～15：00 町立公民館

10：00～12：00 町立公民館

● トコトコ教室（豊間内地区）

● トコトコ教室（川内地区）

 9：30～11：30 豊間内コミュニティセンター

● フットベースボール交流大会  9：00～ 五戸ドーム
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● ＢＣＧ接種

● 三種混合　　　　　　予防接種

●１０か月児健康相談（２１年２・３月生）

● 三種混合　　　　　　予防接種

日 記念日等

高齢者交通安全の日

元日

成人の日

家庭の日

行　　事　　等

歳末たすけあい運動
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このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111
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祝賀パーティー：アピル五戸
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● 行政相談 13：30～16：00 町立公民館

● 絵本のへや 10：30～12：00 町図書館

12：20～12：50受付 総合病院

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

● １歳６か月児健康診査（２０年６・７月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

 9：30～11：30 瑞穂館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

● ポリオ（小児マヒ）予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

12：00～12：45受付

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

今月の納期

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館
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● 五戸町表彰式・年賀交換会　 11：00～　　　　町立公民館

10：30～11：30 町図書館● 子どもアニメ映画会

 9：00～12：00 ひばり野公園● 五戸町新春マラソン大会
　　（降雪の場合は中止）
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百日咳・破傷風 12：20～12：50受付 総合病院
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12：30～12：50受付 旧地域保健センター● ３か月児健康診査（２１年９月生）
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● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課
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● トコトコ教室（豊間内地区）

● トコトコ教室（川内地区）

 9：30～11：30 豊間内コミュニティセンター

● フットベースボール交流大会  9：00～ 五戸ドーム

１
／
５
〜
１
／
25
　
あ
お
も
り
冬
の
読
書
週
間



● 三種混合　　　　　　予防接種

● ＢＣＧ接種

日 記念日等 行　　事　　等

月　間　メ　モ

所得税の確定申告期間　２月１日～３月１５日

相続登記はお済みですか月間
２月中は県内各司法書士事務所で相続登記の無料相談受付（要予約）

省エネルギー月間
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12：20～12：50受付 総合病院

　 ３歳児健康診査（１８年１０・１１月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

　 Hot Center あ･そ･ぼ 10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

建国記念日

● 町長と地域住民との懇話会　10：00～町立公民館小ホール　13：30～倉石コミュニティセンター
● 献血　9：30～12：00　町立公民館　　13：30～16：00　総合病院

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

● 移動図書館巡回日  9：00～14：00 川内・浅田・倉石地区巡回

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

　 ６か月児健康相談（２１年６・７月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● 町長と地域住民との懇話会　10：00～浅水活性化センター　13：30～豊間内地区コミュニティセンター

高齢者交通安全の日

10：00～ 瑞穂館● 町長と地域住民との懇話会

 9：30～11：30 浅水活性化センター● トコトコ教室（浅田地区）

14：00～15：00 町図書館● 冬のお話会

 9：30～11：30 町立公民館● トコトコ教室（旧町内地区）

12：20～12：50受付 総合病院ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

● 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

● 行政相談
● 人権相談

13：30～16：00 倉石コミュニティセンター

● 絵本のへや 10：30～12：00 町図書館
13：30～16：00 社会福祉センター


